
実験結果

•すべての試験体において、「くの字」に変形して、スリットに近い CLT 木口面の中心のめり込み変位が外側

めり大きい。

•荷重変位曲線より、降伏せん断耐力は 82.00 ～ 96.17kN（平均値 86.99kN）、最大せん断耐力は 133.86 ～
146.09kN（平均値 140.57kN）になった。

CLT 破壊性状 実験結果

実験前ドリフトピン

実験後ドリフトピン

完全溶け込み溶接

H 形鋼

ドリフトピン

鋼板と CLT を接合

高力ボルト

鋼板同士を接合

CLT

厚さ 72 ㎜

・CLTの厚さは72㎜とした。

・万能試験機で H 形鋼に上から力を加え、CLT と

ドリフトピンにせん断力を加える。

・椙山女学院大学の万能試験機を用い、加力速度

1 ㎜ /min で実施した。

試験体

CLT Mx60-3-3
鋼板 SS400
ドリフトピン φ12 SWRM8
高力ボルト M12 HTB

試験体概要

既往の研究より、主要構造部に CLT を挿入した耐力壁についてより薄い厚さで

せん断耐力と変位の関係を、明らかにすることが目的

事例1
木質構造

ポートプラス

事例2
（主要構造部が混構造）

タマディッ
ク名古屋ビ
ル RC造＋
CLT

事例３
（主要構造部が混構造）

兵庫県林業会
館 S造＋
CLT

免震構造 免震構造 耐震構造

大臣認定 大臣認定 実験＋ルート３

背景•目的

混構造とは : 主要構造部に２種類以上の建材を用いた構造

鉄骨ラーメンフレームに CLT 耐力壁を挿入した混構造建築事例 ( 兵庫県林業会館）が

構造計算＋実験を行い構造安全性の確認を行っている。

S 造などの主要構造に CLT 耐力壁を設置した混構造を普及させたい。
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参考文献：CLT による鉄骨造建築物の耐力壁構成技術の開発報告書

実験方法・結果

試験体概要
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解析

初期剛性

・ドリフトピンを用いた接合部の荷重－変位関係を、参考文献より検討する。

・ドリフトピンが剛体のまま、微少角度Θだけ回転した状態を考える。

・ドリフトピンが CLT および鋼板から受ける応力は、めりこみ量に比例し三角形分布となると仮定する。

・せん断力 P、モーメント Q、接合部変位δは連立方程式 （式（１））となる。

・剛体回転による初期剛性 K は、式 (2) より得られる。

二次剛性

・降伏モードをヨーロッパ型降伏理論 (EYT) に基づき考える。

・主材が鋼板なため、主材の降伏はないとする。

・今回求める降伏モードは、

モード 2(CLT が降伏 ) モード 5( ドリフトピン、CLT が降伏 ) モード 6( ドリフトピンが降伏 ) とし、

最小の値を降伏値とする。

まとめ

鉄骨ラーメンフレームに CLT 耐力壁を挿入した建築の普及を目指して、リフトピンを用いた接合部の

荷重－変位関係の 実験および解析を実施

初期剛性：実験値と解析値が一致したため計算によって求めることが可能だといえる。

二次剛性：実験値が解析値を大きく上回り、実験値と解析値に乖離が見られた。
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実験値

解析値

モード２ モード５ モード６
Py（kN) 22.62 15.91 21.49
L(mm) なし 27.91 31.19𝑃𝑃𝑦𝑦 = 𝐹𝐹𝑒𝑒𝑑𝑑�𝑥𝑥 − (𝑡𝑡 − 𝑥𝑥)�      

𝑀𝑀 =  
𝐹𝐹𝑒𝑒𝑑𝑑

2 ((𝑡𝑡 + 𝑥𝑥)(𝑡𝑡 − 𝑥𝑥) − 𝑥𝑥2)
 

CLTの降伏

𝑃𝑃𝑦𝑦 = 𝐹𝐹𝑒𝑒𝑑𝑑𝑥𝑥              

𝑀𝑀 = 𝑀𝑀𝑝𝑝 −  
𝐹𝐹𝑒𝑒𝑑𝑑𝑥𝑥2

2
 

ドリフトピンの曲げ降伏

𝑃𝑃 =
𝑑𝑑𝑘𝑘1𝑡𝑡1

2(1 + 𝛼𝛼3𝛾𝛾∅)𝜃𝜃
6(1 + 𝛼𝛼)                 

𝑥𝑥1 =
𝑡𝑡1(4 + 3𝛼𝛼 + 𝛼𝛼3𝛾𝛾∅)

6(1 + 𝛼𝛼)                   

𝑥𝑥2 =
𝑡𝑡1(1 + 3𝛼𝛼2𝛾𝛾∅ + 𝛼𝛼3𝛾𝛾∅)

6𝛼𝛼𝛼𝛼∅(1 + 𝛼𝛼)             

𝛿𝛿 = (𝑥𝑥1 + 𝑥𝑥2)𝜃𝜃                        

 式
1

𝐾𝐾 = 𝑑𝑑𝑘𝑘1𝑡𝑡1𝛼𝛼𝛼𝛼∅(1+𝛼𝛼3𝛾𝛾∅)
1+4𝛼𝛼𝛼𝛼∅+6𝛼𝛼2𝛾𝛾∅+4𝛼𝛼3𝛾𝛾∅+𝛼𝛼4𝛼𝛼𝛼𝛼 2∅2  式２

参考文献 小林研治、稲山正弘、安藤直人：構造用面材を側材に用いたビス接合部における一面せん断剛性・耐力推定式の提案
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